
【取組内容】アプリを活用し、子どもの気づきを広げ、共有する

たつの市立小宅小学校（兵庫県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

１年国語 「むかしばなしをよもう」：アプリを活用し、子どもの気づきを広げ、共有する。

１，アプリ上で本を選び、スクリーンショットを撮る。

２，選んだ本を読み、気づいたことをデジタルホワイトボードに付箋でメモを取り、スクリーンショットでとった
画像とともにはりつける。
３，友だちの作品を見合って、次回の授業につなげる。

前回の決まりを注意しなが
ら作業をすることで、時間が
短縮できた。感想の振り返り
の時間を充分に確保すること
ができたので、友だちの付箋
を見ながら、次回の本を決め
る時の参考にして、次の本を
決める児童が増えてきた。

これまでに生活科などで個人で
数回デジタルホワイトボードでの
作業を行ってきたが、班でセクシ
ョンを使った協働で行うのは初め
てで友だちの作品を消してしまっ
たり、大きくしすぎてしまったり、
情報活用能力の課題点が見られた。
しかし、みんなで改善点を考える
ことで一人一個のセクションを使
うことや、スタンプの大きさなど
の決まりを自分たちで決めること
ができた。

同じような活動を繰り返す
ことで子どもたちのほうが慣
れ、本の表紙のスクリーンシ
ョットだけでなく、気になっ
たページなどもスクリーンシ
ョットして貼っていた。付箋
の内容を友だちに見てもらえ
るので、どんどん文字数が増
えていく児童が増えた。
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